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のが議論の対象になることが多くなってきた．R. M. Adams は倫理的に理想
的な人生を生きるためには倫理や道徳そのものやそれらが提示する道徳原理
などに対する一種の信（faith）が必要であると主張する（Adams 1999）．ま

































































If your friends are going through hard times, they may or may not be 
tempted to despair. Either way it is likely to be important to them to have 
your support as a person who believes in them and in the value of their 
lives. Harsh circumstances may try your faith that their life is worth living, 
which makes it seem natural to speak of “faith” in this context. Having 
that faith might be essential to being a good friend, and not having it 
might be letting the other person down in a particularly hurtful way 
(Adams 1999: 376). 
【浮気？】事例について
One might manifest faith in oneʼs spouse by ignoring evidence of 
infidelity (Ichikawa 2018: 2). 
【スポーツ】事例について
‘I am serious. I have faith that theyʼll winʼ, ‘What? You believe theyʼre 
going to win?ʼ , ‘No, I donʼt believe theyʼll win; I said I have faith that they 
willʼ (Howard-Snyder 2013: 357). 
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【採用】事例について
you overcome your own very natural doubts, it is easy and proper to 
describe this as an exercise of faith. You put faith in your process, in 









































I desire that Soka University（私は創価大学を欲する）
　上の表現が不完全な形でしか当該人物の命題的態度を表していないと考え
られるのは，that 以下の命題の内容に関する箇所が文法的に不完全であるか
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らである．that 以下は主部と述部のどちらも持つ表現がこなければならない
が，単に “Soka University” という単語が that の後にあるだけでは文法的に
も完全な文にはならない．一方で，たとえば，「私は創価大学の学生になる
ことを欲する」などであれば，英語では “I desire that I become a student 




いて “faith” が使用される文脈は，以下で示すように必ずしも that 節をとる
場合だけではないからである．
①何かへの信（faith in）：「私はあなたを信じているよ」という表現は，英語
では that 節ではなく，“I have faith in you” などで表現できる．
　このようなある人やものへの信は，対人的信（interpersonal faith）とも呼
ばれる（2014 Buchak: 52）．伝統的に議論されてきた神への信（宗教的信・
信仰）も “faith in God” と表されることが自然である．重要な点は，このよ
うな仕方で表される信は that 節をとらずに表されるものであり，命題的態度
として理解することができるか，疑問が残ることである．
　このような “faith in” の形式以外にも，faith が以下のような仕方で使用さ
れる場合もある．
②信によって何かを受け入れる（on faith）：「あなたを信じてこの本を貸すよ」
という表現は，“I allow you to borrow my books on faith” などで表現できる．
同様の形式をとる宗教的信仰に関する表現として，“Mark takes it on faith 












ば以下のような仕方で，faith in の形式で表される心の状態は，実は faith 
that の形式で表される心の状態として理解することができるかもしれない．
【faith that による faith in の書き換え】
私はあなたを信じているよ（“I have faith in you”）
⇒私はあなたの夢がかなうことを信じているよ（“I have faith that your 





たとえば G. Ryle は両者は異なる種類の知識であると主張したが（1949），近
年では J. Stanley と T. Williamson（2001）などは後者を前者に還元するとい
う方針を打ち出している（池吉・中山 2009 を参照）．命題的信と他の信の関
係も，このような知識に関する論争と類似的に理解することができる．即ち，
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faith in や on faith などで表現される心の状態は，faith that の形式で言い換
えることができるものなのか．それともそうではなく，前者は faith that の
形では表現しきることができないものなのか．上記のように，faith in の形
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１．S が P であるとの信念を持つ場合，もし誰かが S に P であるかどうか訊
ねた場合，肯定的に答える．
２．S が P であるとの信念を持つ場合，もし S が P であるかどうか考察した
場合，S は P であると感じる．
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３．S が P であるとの信念を持つ場合，もし S が P であるならば Q である
と考える場合，S は Q であるとの信念も持つ．
４．S が P であるとの信念を持つ場合，もし S が実践的・理論的推論を行う
場合，適切な場合に S は P を推論の中で一つの前提として使う．

















ると信じる（faith that God exists）場合，「神が存在している」という命題







のであると考えることが通説であった（MacDonald 1993, Evans 1998, 
Plantinga 2000, Malcolm & Scott 2017）．
　しかしながら，近年，信仰は信念的なものではないとする論者がかなり増
えてきた（Alston 1996, Audi 2008,  Schellenberg 2014 , Swinburn 2005, 























































































































“I donʼt know what to believe, whether sheʼll stay with me or not, but I 
have faith that sheʼll stay” (Howard-Snyder 2013: 361-362),
“I donʼ t know whether X – I have no idea whether I believe that X or 
not – but I have faith that X” (Buchak 2012: 226n)






















　Belief や faith に関する語用論ではなく意味論を提示し，両者の間に違いが
































































（assenting），希望（hope）なども挙げられている（Golding 1990, Buckareff 
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